
―
交
通
遺
児
育
英
会
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て

「
昭
和
�
年
代
に
入
り
交
通
事

故
が
多
発
し
、
�
年
は
交
通
戦
争

と
呼
ば
れ
た
。
�
年
に
は
交
通
事

故
死
者
数
が
ピ
ー
ク
（
1
万
6
7

6
5
人
）
に
達
し
、
交
通
遺
児
が

急
増
し
た
。
こ
う
し
た
時
代
背
景

を
も
と
に
、
�
年
代
に
な
っ
て
、

全
国
で
『
交
通
事
故
遺
児
を
励
ま

す
会
』
等
が
支
援
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
、
交
通
遺
児
の
修
学
支
援
組

織
の
設
立
を
国
に
働
き
か
け
た
。

こ
の
流
れ
を
受

け
、
�
年
5
月
に

財
団
法
人
と
し
て

当
会
が
設
立
さ
れ

た
。
高
校
生
へ
の

奨
学
金
貸
与
を
皮

切
り
に
、
そ
の
後

順
次
対
象
を
拡
大
し
、
現
在
は
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）、
各
種
学

校
、
大
学
、
大
学
院
ま
で
カ
バ
ー

し
て
い
る
」

―
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

「
奨
学
金
の
貸
与
、
学
生
寮
の

経
営
、
奨
学
生
の
指
導
・
育
成
の

3
本
柱
が
主
な
事
業
だ
。
奨
学
金

の
貸
与
に
つ
い
て
は
、
当
会
設
立

以
来
�
年
間
で
、
5
万
5
1
7
5

人
に
対
し
5
1
7
億
円
を
貸
与
し

て
き
た
。
こ
れ
は
全
て
1
0
0
％

民
間
出
資
に
よ
る
基
金
で
賄
っ
て

い
る
。
現
在
貸
与
中
の
奨
学
生
の

内
訳
は
、
約
�
％
が
大
学
生
で
最

も
比
率
が
高
く
、
次
い
で
高
校
生

の
	
％
と
続
く
。
希
望
す
る
人
に

は
高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時

に
一
時
金
貸
与
も
行
っ
て
い
る
」

「
学
生
寮
に
つ
い
て
は
、
大
学

生
や
専
門
学
校
生
な
ど
向
け
に

『
心
塾
東
京
寮
』『
心
塾
関
西

寮
』
な
ど
を
設
け
て
お
り
、
特
に

設
立


年
目
に
な
る
東
京
寮
の
塾

費
は
毎
月
1
万
円
（
朝
夕
食
付

き
）
と
か
な
り
低
廉
な
設
定
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
就
職
し
て
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
養
成
す
る
た
め
の
各

種
講
座
を
設
け
て
い
る
の
も
特
徴

だ
。
関
西
寮
は
民
間
寮
運
営
会
社

か
ら
の
借
り
上
げ
方
式
で
京
阪
神

エ
リ
ア
の
�
カ
所
を
利
用
し
て
い

る
」「

奨
学
生
の
指
導
・
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
業
成
績
の
チ
ェ
ッ

ク
、
指
導
を
行
い
、
成
績
に
よ
っ

て
奨
学
金
の
貸
与
の
停
止
・
復
活

な
ど
の
判
断
を
行
う
。
こ
の
ほ

か
、
当
会
設
立
翌
年
か
ら
『
高
校

奨
学
生
と
保
護
者
の
つ
ど
い
』
を

実
施
し
、
全
国
の
高
校
奨
学
生
と

そ
の
保
護
者
が
情
報
を
交
換
・
共

有
す
る
場
を
提
供
し
て
き
た
。
今

年
の
8
月
も
2
0
0
人
の
参
加
で

盛
会
で
あ
っ
た
。
高
校
奨
学
生
向

け
の
海
外
語
学
研
修
は
、
今
年
で

�
回
目
の
実
施
と
な
る
。
当
会
の

全
額
負
担
で
、
毎
回
約
�
人
が
夏

休
み
の
3
週
間
、
米
国
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
現
地
の
学
校

に
通
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
奨
学
生

本
人
や
保
護
者
か
ら
も
好
評
だ
」

―
交
通
遺
児
家
庭
実
態
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
を
2
0
1
4
年
末
に
実

施
し
ま
し
た

「
当
会
の
全
奨
学
生
家
庭
1
0

8
5
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
半
分
弱
の
4
9
2
世
帯
か
ら

回
答
を
頂
い
た
。
そ
の
結
果
、
事

故
被
害
者
の

％
が
父
親
で
あ

り
、
事
故
被
害
家
庭
の
多
く
が
母

子
家
庭
で
あ
る
実
態
が
分
か
っ

た
。
母
子
家
庭
に
お
け
る
母
親
の

非
正
規
社
員
比
率
は
�
・
1
％
と

高
く
、
平
均
世
帯
収
入
は
年
間
3

2
8
万
円
と
厳
し
い
状
況
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
大
学
生
の
自
宅

外
通
学
者
の
初
年
度
に
か
か
る
費

用
が
約
3
0
0
万
円
弱
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
交
通
遺
児
母
子

家
庭
の
収
入
レ
ベ
ル
で
大
学
教
育

を
受
け
さ
せ
る
場
合
の
家
計
負
担

は
尋
常
で
は
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
非
正
規
雇
用
比
率
が
高
い
母

親
が
世
帯
収
入
を
担
う
交
通
遺
児

家
庭
に
お
い
て
は
、
奨
学
金
を
始

め
と
す
る
修
学
支
援
が
不
可
欠
と

い
え
る
」

―
今
後
の
課

題
に
つ
い
て

「
今
年
4
月

か
ら
寮
費
を
値

下
げ
し
た
ほ

か
、
�
月
か
ら

は
当
会
の
寮
を

利
用
で
き
な
い
地
域
の
自
宅
外
通

学
生
に
対
し
て
、
毎
月
1
万
5
千

円
の
家
賃
補
助
を
行
う
制
度
を
開

始
す
る
な
ど
、
修
学
支
援
を
さ
ら

に
強
化
す
る
。
ほ
か
に
、
貸
与
し

た
奨
学
金
（
無
利
子
）
の
返
還
に

お
け
る
長
期
滞
納
の
問
題
が
あ

る
。
現
在
、
返
還
率
は
�
％
だ

が
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
を
考
慮

す
れ
ば
、
奨
学
金
返
還
免
除
制
度

の
拡
大
検
討
な
ど
、
さ
ら
な
る
修

学
支
援
の
充
実
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
交
通
遺
児
家
庭
実
態
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
長
期
海
外

留
学
支
援
制
度
の
創
設
な
ど
様
々

な
課
題
を
も
ら
っ
た
の
で
、
こ
れ

ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今

年
7
月
か
ら
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
支

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
当
会
が
採
用

さ
れ
た
の
は
有
難
い
。
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
や
ラ
ジ
オ
、
電
車
の
吊
り
広
告

等
に
よ
る
当
会
認
知
度
の
向
上
に

期
待
し
た
い
」

交交通通遺遺児児のの修修学学ににごご支支援援をを
公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
石
橋
健
一
専
務
理
事

事
故
被
害
家
庭
の
多
く
が
母
子
家
庭
に

課
題
は
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実
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